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１．基本仕様

１－１． 公称周波数 ２６．００００００MHｚ
１－２． 発振モード Fundamental
１－３． 許容Dip １ppm 以内
１－４． 動作温度範囲 －４０度から＋８５度 (±１６ｐｐｍ以内）
１－５． 等価直列抵抗 ６０Ω　Ｍａｘ
１－６． 電極 金／クロム
１－７． 寸法公差 出来るだけ広くする
１－８． 最大外形 最大１．４０ｘ０．９７ ｍｍ

２．形状
CS-01のモデラー機能にて、ベベル形状を作成しました。
２－１． 外形X軸： １．３５０ ｍｍ
２－２． 外形Z軸： ０．９２０ ｍｍ
２－３． ベベル量１ｕｍでの曲率半径：　７０．０ｍｍ
２－４． ベベル量１０ｕｍでの曲率半径：　２１．０ｍｍ
２－５． フラット径（ベベル１：０．１ｕｍで）： ５００ ｕｍ

３．電極と保持寸法、その他の設定値
３－１． 電極サイズ： ８００x７００ ｕｍ<- ４隅Rは５０ｕｍ
３－２． 電極オフセット： ５０ ｕｍ
３－３． 保持サイズ： ０．１８０x０．３００ mm
３－４． 引出し線幅： ０．２００ mm
３－５． エッチング周波数： ２６．６７６ ＭＨｚ
３－６．　 シミュレーション範囲：－４０度から＋９０度（中心温度２５度）
３－７． 圧電機能： 考慮した固有値解析
３－８． 切断角度： ３５度１３分１５秒
３－９． 端面処理： 自動設定値の　ＺＹ：８．２ｕｍ、ＸＹ：９．５ｕｍ
３－１０． 分割設定値： Ｘ：３６、　Ｙ：３、　Ｚ：２６
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[ シミュレーションの構造データ例　電極透過図と電極形状図　]

[ シミュレーションでのＸ寸法／Ｚ寸法可変例　]

４．圧電付き固有値解析のシミュレーション結果

４－１． 中心X寸法： １．３８７ ｍｍ
４－２． 中心Z寸法： ０．９４０ ｍｍ
４－３． 外形公差： Ｘ／Ｚともに、中心寸法±４．０ ｕｍ
４－４． 合否内容： 吸収層８ｘ１２楕円　係数０．００１５で９Ω以下をOKとする

[ 中心寸法での主振動の振動例　カラー表示と変位（1/2断面図）　]
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[ 中心寸法X/Z+５．０um でのモードチャートと温度特性　高温 ＤＩＰ　]

[ 中心寸法X/Z+４．０um でのモードチャートと温度特性　]

[ 中心寸法X/Z+３．０um でのモードチャートと温度特性　]
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[ 中心寸法X/Z+２．０um でのモードチャートと温度特性　]

[ 中心寸法X/Z+１．０um でのモードチャートと温度特性　]

[ 中心寸法でのモードチャートと温度特性　]

[ 中心寸法X/Z－１．０um でのモードチャートと温度特性　]
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[ 中心寸法X/Z－２．０um でのモードチャートと温度特性　]

[ 中心寸法X/Z－３．０um でのモードチャートと温度特性　]

[ 中心寸法X/Z－４．０um でのモードチャートと温度特性　]

[ 中心寸法X/Z－５．０um でのモードチャートと温度特性　低温CI　]
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５．中心寸法におけるナイキスト線図による等価定数　（吸収層８ｘ１２楕円付き）
　（X：１３８７ ｕｍ、Ｚ：９４０ ｕｍ）

C０： ０．３７９ ｐＦ  (注：パッケージとの浮遊容量は考慮されていない）
Ｃ１： １．９０２ ｆ Ｆ
Ｌ１： １９．７０５ ｍＨ
Ｑ： ４１８４２９
Ｒ１： ７．６９３ Ω　（注：保持部損失、引き出し線損失等は含まず）
Ｒ＾２： ５９．１８２ Ω
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６－１．　切断角度による温度特性の変化
カット角 ３５度13分１５秒の許容範囲 ±１５秒変化させた場合の変化を調べる

－１５秒で、最大 １．４６ ｐｐｍの変化
＋１５秒で、最大 １．３７ ｐｐｍの変化

６－２．　加工量（ベベル量）による温度特性の変化
ベベル量（９．５３ｕｍ）を、±２ｕｍ変化させた場合の変化を調べる。

ベベル量 ７．５３ｕｍ
3rd-3*fr -436
R1（25℃） 9.52Ω
膜厚 1128A

加工量を増やすと、(3rd-3*fr)値が増加する。
ベベル量－２ｕｍで、最大 ０．６２ ｐｐｍの変化
ベベル量＋２ｕｍで、最大 －０．５４ ｐｐｍの変化

-561-508

1122A 1116A
7.48Ω 7.83Ω

９．５３ｕｍ １１．５３ｕｍ

2016-26MHz　カット角毎の温度特性
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Bevel別温度特性図　2016-26MHz ±１６ｐｐｍ
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６－３．　表裏電極のズレ（XZ方向に逆の方向にシフト）による温度特性の変化

ズレ量 ０ｕｍ
膜厚 1122A

５０ｕｍで、最大 ２．９９ ｐｐｍの変化
１００ ｕｍで、最大 ６．１２ ｐｐｍの変化
(ズレ１００ｕｍでは仕様の±１６ｐｐｍを超える可能性がある）

６．温度特性のまとめ

６－１． 切断角度の仕様範囲（±１５秒）で、最大１．５ｐｐｍ程度の変化
６－２． 加工量の変化に関しては、最大１ｐｐｍ程度の変化
６－３． 電極のズレによる変化が一番大きく、仕様を満たさない場合がある

５０ｕｍ
1130A

１００ｕｍ
1144A

２０１６－２６ＭＨｚ　電極表裏ＸＺのズレ
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　切断角度以外にも、電極のマスク位置を厳重に管理しないといけない。
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